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別紙様式 府中市立栗生小学校 

 

 

 

平成３１年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査の 

結果をふまえた指導改善策 
 

Ⅰ 調査の概要 

１．調査の目的 

  ○義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力 

や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

○学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

○上記のような取組みを通して、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立す 

る。 

 

２．調査の対象 

  小学校第６学年・義務教育学校第６学年の児童 

  

３．調査の内容 

（１）教科に関する調査（国語、算数） 

（２）生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

  ・児童に対する調査 

  ・学校に対する調査 

 

４．調査日時 

  平成３１年４月１８日（木） 

 

Ⅱ 学力調査の結果【小学校・義務教育学校前期課程】 

１． 教科に関する調査結果（平均正答率※） 

 

 

 

 

 

 

 

※平均正答率とは、｢児童の正答数の平均｣÷｢設問数｣の値を、％で表わしたものです。   

 国語 算数 

全 国 ６３．８ ６６．６ 

広島県 ６６ ６８ 

府中市 ７１ ６９ 

栗生小学校 ７９ ７１ 
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２．調査結果にみられる特徴と課題及び今後の改善策 

【国語】特徴と課題 
 

◇目的に応じて、本や文章全体を概観して効果的に読むことができる。（本校 100 全国平均 88.5） 

◇ことわざの意味を理解して、自分の表現に用いることができる。 （本校 95.2 全国平均 73.0） 

◆学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使う。   (本校 42.9 全国平均 35.6) 

◆文と文との意味のつながりを考えながら、接続語を使って内容を分けて書くことができる。  

(本校 66.7 全国平均 47.8) 

◇…相当数の生徒ができている点 ◆…課題のある点   

 

【国語】改善策 
 

○同音異義語について、文章の意味に合わせて書く 

・新出漢字の指導の際に、同音異義語の意味の違いについて押さえる。 

・全校でＮＩＥ教育に取り組み、文意をつかみながら新聞を読み、感想を書く活動を仕組む。 

・新出漢字の指導の際に、同音異義語の意味の違いについて押さえ、繰り返し漢字指導を行う。 

 

○文と文との意味のつながりを考えながら、接続語を使う 

・自力解決・学習のまとめなど、ノートに自分の考えを書く際に、短い文を複数並べて書くよう指

導し、接続語を指定してするなどして文を書かせる。 

・説明的な文章の指導では、接続語に着目させながら段落の構成を考えさせる。 

 

→単元末テストおよび標準学力テストを行い検証する。 

 

【算数】特徴と課題 
 

◇示された図形の面積の求め方を解釈し、その求め方の説明を記述できる。 

(本校 66.7 全国平均 43.6) 

◇示された計算の仕方を解釈し、かける数や割る数を選び、計算しやすい式にして計算できる。 

(本校 95.2 全国平均 74.9) 

◆示された計算の仕方を解釈し、減法の場合を基に、除法に関して成り立つ性質を記述できる。 

(本校 38.1 全国平均 31.1) 

◆棒グラフから、2010 年の市全体の水の使用量が 1980 年の市全体の水の使用量の何倍か読み取る

ことができる。                        (本校 66.7 全国平均 78.6) 

 

 

【算数】改善策 
 

○図や式から問題場面を考える 

・問題場面を図・式・グラフなど様々な形で捉えさせる。 

・棒グラフの読み取りを確実に指導する。 

・「倍」の意味を正しく捉えさせる。 

・加法・減法・乗法・除法の混合問題を解かせる。 
 

○授業の中で算数用語を的確に用いて説明させる。 

・低学年から確実に算数用語を指導し、授業の中で指導者が意識して使う。 

・あいまいな説明で終わらせることなく、算数用語を使って説明する練習を行う。 

 

→単元末テストおよび標準学力テストを行い検証する。 
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Ⅲ 学習状況調査の結果 

１．学習状況調査（児童質問紙）の結果にみられる傾向 

肯定的な回答の割合が、全国平均値よりも高かった項目 

・自分にはよいところがあると思いますか。            (本校 100 全国平均 81.2) 

・読書は好きですか。                      (本校 95.2 全国平均 75.0)  

・今住んでいる地域の行事に参加していますか。          (本校 90.4 全国平均 68.0) 

・家で、学校の授業の予習・復習をしていますか。         (本校 95.4 全国平均 62.6) 

肯定的な回答の割合が、全国平均値よりも低かった項目 

・朝食を毎日食べていますか。                  (本校 90.5 全国平均 95.3) 

 

２．生活習慣・学習環境などに関する改善のポイント 

・朝食の欠食について、保健だよりや学級通信などを使って、保護者との連携を引き続

き行う。 

・コミュニティ・スクールの取組みが定着し、行事への参加が増え、一定の成果を挙げ

ている。教科で学んだことを活用しながら、今後も地域社会に貢献することができる

児童の育成を目指す。 

・家庭学習をきちんと行い、授業の予習・復習にも、引き続き取り組ませる。 

・ＮＩＥ教育に取組むことで、情報の取り出しや活用の力を付けている。新聞記事を基

に、自分の考えをまとめる活動にも取り組んでいく。 

 


